
   ２０１７.４.８   飛鳥から藤原京を訪ねる       梅花女子大 市瀬雅之先生  

 
     橿原神宮前バス乗車―万葉文化館下車―大原神社―飛鳥坐神社―山田寺跡―飛鳥資料館 
     ―大官大寺跡―紀寺跡―藤原京朱雀大路跡―奈良文化財研究所―畝尾都多本神社（泣沢の神社) 
     ―藤原京跡―本薬師寺―畝傍御陵前 
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飛鳥資料館  山田寺東回廊再現展示 

大原神社 

鎌足母 大伴夫人の墓 

 鎌足産湯の井戸 
(大原神社の裏手) 

万葉文化館の あしび 

飛鳥東垣内遺跡7世紀中頃 
（飛鳥坐神社隣接） 
規模や掘削時期・位置から 
「日本書紀」記載の「狂心渠」の 
一部である可能性が高い。 
 

山田寺で東回廊 
連子窓出土 

巻2-104 巻2-103 
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飛鳥坐神社 

山田寺金堂跡基壇 
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巻4-513 

 大伴夫人墓 
万葉文化館 

巻19-4260 
巻13-3229 
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東塔跡 西塔跡 本薬師寺跡                       礎石 
巻3-334  
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本薬師寺は西暦680年（天武9） 
西暦698年にほぼ完成 
藤原京の四大寺の1つ 
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大官大寺跡 大官大寺 塔跡 

紀寺跡 藤原京朱雀大路跡  大路跡から雨に煙る藤原京跡 

奈良文化財研究所の 
 山桜？満開 

畝尾都多本神社（泣沢の神社) 
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大極殿院閣門跡 
（大極殿と朝堂院を 
区切る門） 
正面３０ｍ側面１５ｍ 

巻2-202 （うねおつたもと） 

桜満開 


